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P16 議場自習室はじめました♪
「議場で何を学ぶ！？たいし君」
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太子町議会だより
No.191  令和元年7月25日号

５

月

臨

時

会

議

決

結

果

一
般
質
問
追
跡

６

月

定

例

会

一

般

質

問

委

員

会

報

告

①スポーツ観戦・トイレ掃除
②先義後利・凡事徹底

①特にないが人は、私を仕事が趣味　
　だという
②自利利他

①バイクでツーリング・メダカの飼育
②自ら機会を創り出し、その機会に
　よって自らを成長させる！

①山岳修行
②和を以て貴しとなす
　勧善懲悪

①競技百人一首（初段）・クラシック音楽を聴くこと
②雑巾は身を汚して周りを美しくする
　蝋燭は身を減らして人の世を照らす

①読書
②一生懸命

①音楽鑑賞（ROCK・BLUES）
　麺類食べ歩き
②万事、見にゃわからん。（坂本龍馬）

①クラシック音楽、山歩き
②不撓不屈

①芸術文化鑑賞・野球観戦
　国際交流
②初志貫徹・粉骨砕身

①適度なスポーツ・映画鑑賞
②どんな境遇におかれて辛い思いを
　しても、天も地も人も恨まない

①読書・音楽鑑賞
②足るを知る

①読書・韓国ドラマ鑑賞
　整理整頓
②継続は力なり・桜梅桃李

松
浦 

崇
志

吉
田 

正
之

中
薮 

清
志

清
原 

良
典

出
原 

賢
治

玉
田 

正
典

首
藤 

佳
隆

中
島 

貞
次

森
田 

哲
夫

上
山 

隆
弘

福
井 

輝
昭

井
村 

淳
子

16名→15名になった
新議員の紹介 ①趣味

②座右の銘・好きな言葉

名
前
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太子町議会だより
No.191  令和元年7月25日号

５

月

臨

時

会

議

決

結

果

一
般
質
問
追
跡

６

月

定

例

会

一

般

質

問

委

員

会

報

告

①ウォーキング・野球観戦
②人生、七転び八起きです

①読書・釣り
②一隅を照らす

①温泉めぐり
②不撓不屈

堀 

卓
史

長
谷
川 

正
信

監
査
委
員

副
議
長

議
長藤

澤 

元
之
介

総務経済建設常任委員会福祉文教常任委員会

再編された新体制の委員会
　議会改革の一環として今期より議員定数を 16 名から 15 名へと削減しました。
　それに伴い常任委員会を従前の総務常任委員会と経済建設常任委員会を統合し
て総務経済建設常任委員会へ変更し、福祉文教常任委員会との 2 常任委員会体制
としました。そして、より深い研究と活発な議論が交わされるように各常任委員会と
も委員定数を 1 名ずつ増員しました。
　また、議会だよりの編集などを手掛ける広報広聴委員会をよりスピード感があり、
クオリティの向上を意識するため、特別委員会化して各常任委員会と議会運営委員
会より選出されたメンバー構成へと変更いたしました。

出
原　

賢
治
（
委
員
）

　

松
浦　

崇
志
（
副
委
員
長
）

吉
田　

正
之
（
委
員
）

　

清
原　

良
典
（
委
員
長
）

玉
田　

正
典
（
委
員
）

　

井
村　

淳
子
（
委
員
）

福
井　

輝
昭
（
委
員
）

長
谷
川　

正
信
（
委
員
）

　

森
田　

哲
夫
（
副
委
員
長
）

上
山　

隆
弘
（
委
員
）

　

中
島　

貞
次
（
委
員
長
）

中
薮　

清
志
（
委
員
）

　

堀　
　

卓
史
（
委
員
）

首
藤　

佳
隆
（
委
員
）
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太子町議会だより
No.191  令和元年7月25日号

議　案　等　の　名　称　（　略　称　）

発議 広報広聴委員会の設置について

同意 監査委員の選任につき同意を求めることについて

全員賛成で可決・同意した議案等令和元年５月臨時会議決結果

●
揖
龍
保
健
衛
生
施
設
事
務
組
合
議
会

　
　
　

副
議
長　
　

上　

山　

隆　

弘

　
　
　

議　

員　
　

森　

田　

哲　

夫

　
　
　

議　

員　
　

出　

原　

賢　

治

●
揖
龍
地
区
農
業
共
済
事
務
組
合
議
会

　
　
　

副
議
長　
　

清　

原　

良　

典

　
　
　

議　

員　
　

堀　
　
　

卓　

史

　
　
　

議　

員　
　

長
谷
川　

正　

信

●
西
は
り
ま
消
防
組
合
議
会

　
　
　

副
議
長　
　

中　

薮　

清　

志

　
　
　

議　

員　
　

中　

島　

貞　

次

●
都
市
計
画
審
議
会

　
　
　

委　

員　
　

首　

藤　

佳　

隆

●
民
生
委
員
推
薦
会
委
員

　
　
　

委　

員　
　

井　

村　

淳　

子

●
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

　
　
　

会　

長　
　

福　

井　

輝　

昭

　
　
　

委　

員　
　

松　

浦　

崇　

志

●
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

評
議
員　
　

吉　

田　

正　

之

●
民
主
化
推
進
協
議
会

　
　
　

理　

事　
　

玉　

田　

正　

典　

５

月

臨

時

会

議

決

結

果

一
般
質
問
追
跡

６

月

定

例

会

一

般

質

問

委

員

会

報

告

広報広聴委員会  ※特別委員会議会運営委員会

松
浦　

崇
志
（
委
員
）

　

中
薮　

清
志
（
副
委
員
長
）

森
田　

哲
夫
（
委
員
）

　

堀　
　

卓
史
（
委
員
長
）

出
原　

賢
治
（
委
員
）

　

吉
田　

正
之
（
委
員
）

上
山　

隆
弘
（
委
員
）

　

出
原　

賢
治
（
副
委
員
長
）

玉
田　

正
典
（
委
員
）

　

首
藤　

佳
隆
（
委
員
長
）

上
山　

隆
弘
（
委
員
）

中
島　

貞
次
（
委
員
）

　

堀　
　

卓
史
（
委
員
）
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太子町議会だより
No.191  令和元年7月25日号

５

月

臨

時

会

議

決

結

果

一
般
質
問
追
跡

６

月

定

例

会

一

般

質

問

委

員

会

報

告

暮
ら
し
の

　 
中
に
あ
る
条
例

　

緊
急
時
に
お
け
る
情
報

伝
達
手
段
の
多
様
化
、
ま

た
平
時
に
お
け
る
行
政
情

報
の
発
信
を
図
る
た
め
に

防
災
行
政
無
線
設
備
を
整

備
す
る
も
の
。
主
な
工
事

内
容
は
、
役
場
庁
舎
に
無

線
送
受
信
設
備
や
操
作
卓

等
の
親
局
施
設
を
整
備

し
、
町
内
33
カ
所
に
屋
外

ス
ピ
ー
カ
ー
設
備
を
整
備

す
る
。
ま
た
、
西
播
磨
消

防
本
部
通
信
指
令
室
内
に

遠
隔
制
御
装
置
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
指
定
避
難

所
施
設
及
び
災
害
時
に
お

い
て
自
力
避
難
が
困
難
な

方
が
多
く
利
用
さ
れ
る
社

会
福
祉
施
設
に
戸
別
受
信

機
を
設
置
す
る
。
完
成
工

期
に
つ
い
て
は
、
令
和
２

年
３
月
31
日
を
予
定
し
て

い
る
。

問　

建
物
の
遮
音
性
や

様
々
な
騒
音
等
で
放
送
が

聞
き
取
り
づ
ら
い
場
合
は

ど
う
す
る
の
か
。

答　

放
送
後
に
電
話
で
内

容
を
音
声
で
確
認
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
、
テ
レ
ホ
ン
サ

ー
ビ
ス
や
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
が
で
き
る
仕

組
み
を
整
備
す
る
。

　

築
37
年
が
経
過
し
た
太

子
東
中
学
校
校
舎
の
屋
上

防
水
機
能
、
校
舎
外
壁
の

破
損
、
汚
れ
、
内
装
等
施

設
の
損
耗
、
著
し
い
機
能

低
下
に
対
す
る
復
旧
処
置

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
安

全
・
安
心
で
快
適
な
学
校

づ
く
り
を
促
進
し
、教
育
環

境
の
維
持
向
上
を
図
る
。

２
期
に
分
け
て
工
事
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
仮
設
校

舎
を
新
た
に
設
置
す
る
こ

と
な
く
実
施
で
き
、
経
済

面
に
も
考
慮
し
て
い
る
。

内
部
の
工
事
や
騒
音
を
伴

う
工
事
は
、
夏
休
み
期
間

中
に
集
中
さ
せ
て
学
校
運

営
へ
の
影
響
を
最
小
限
に

と
ど
め
生
徒
の
安
全
確
保

に
最
大
限
の
配
慮
を
行
う
。

工
期
は
令
和
２
年
10
月
31

日
ま
で
と
し
て
い
る
。

問　

エ
ア
コ
ン
の
工
事
も

同
じ
業
者
に
お
願
い
す
る

の
か
。
本
年
９
月
中
に
つ

く
予
定
か
。

答　

別
の
業
者
が
入
る
と

現
場
管
理
の
面
で
経
費
が

か
さ
ん
で
く
る
の
で
落
札

業
者
と
協
議
を
行
っ
た
上

で
実
施
を
考
え
て
い
る
。

エ
ア
コ
ン
稼
働
時
期
に
つ

い
て
は
確
約
は
出
来
な
い

が
早
期
稼
働
を
目
指
し
て

い
る
。

　

町
の
指
定
避
難
所
と
し

て
の
施
設
で
も
あ
る
町
民

体
育
館
の
耐
震
性
の
確
保

と
施
設
の
老
朽
化
、
機
能

低
下
に
対
す
る
改
造
工
事

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
災

害
時
の
避
難
所
と
し
て
避

難
者
の
生
活
環
境
の
改
善

と
安
全
・
安
心
で
快
適
な

ス
ポ
ー
ツ
施
設
づ
く
り
を

促
進
し
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境

の
向
上
を
図
る
も
の
。
主

な
工
事
内
容
は
、
柱
の
耐

震
補
強
、
屋
根
や
外
壁
な

ど
の
改
修
と
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
等
の
部
屋
の
改

修
工
事
を
行
う
。
工
期
は

令
和
２
年
２
月
28
日
ま
で

と
し
て
い
る
。

問　

体
育
館
の
地
下
は
改

修
後
は
ど
う
使
う
の
か
。

答　

駐
車
場
と
し
て
の
整

備
を
考
え
て
い
る
。

●
主
な
質
疑
答
弁

●
主
な
質
疑
答
弁

●
主
な
質
疑
答
弁

防
災
行
政
無
線
整
備
事
業　

２
億
２
，７
０
０
万
円

太
子
東
中
学
校
校
舎
大

規
模
改
造
工
事

４
億
４
，６
０
０
万
円

町
民
体
育
館
耐
震
補

強
・
大
規
模
改
造
工
事

４
億
５
，４
５
０
万
円

工
事
請
負
契
約
質
疑

　

今
年
10
月
以
降
の
消
費
税

率
10
％
へ
の
引
き
上
げ
に
伴

う
負
担
の
軽
減
の
た
め
に
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
の

介
護
保
険
料
を
減
額
す
る
。

※
今
年
の
４
月
１
日
か
ら
の

　

適
用
と
な
る
。

▼
委
員
会
審
査
Ｐ
15
参
照

　

消
費
税
の
引
き
上
げ
に
伴
っ

て
、
自
動
車
購
入
時
に
掛
か
っ

て
い
た
自
動
車
取
得
税
が
廃
止

と
な
る
。
代
わ
り
に
新
税
で
あ

る
「
環
境
性
能
割
」
が
10
月
１

日
よ
り
導
入
さ
れ
る
。
消
費
税

率
の
10
％
へ
の
引
き
上
げ
に
伴

う
負
担
の
軽
減
の
た
め
に
、
自

家
用
乗
用
車
に
つ
い
て
は
、
臨

時
的
に
１
年
間
を
期
限
と
し
て
、

こ
の
「
環
境
性
能
割
」
が
１
％

軽
減
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

自
家
用
車
購
入
時
の
税
の
変
化

を
表
に
ま
と
め
た
。
※
Ｐ
14

消
費
税
率
は
２
％
の
増
額
で
あ

る
た
め
、
消
費
税
と
合
わ
せ
た

自
動
車
購
入
時
の
税
負
担
は
重

く
な
る
。

施
行
日　

令
和
元
年
10
月
１
日　
　
　
　

▼
委
員
会
審
査
Ｐ
14
参
照

　
介
護
保
険
料
が
減
額

　
自
動
車
取
得
時
の
税

※※ 太
子
町
介
護
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定

太
子
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

（改正内容）
● 生活保護受給者と、世帯全員が住民税非課税で
　 本人の年金収入等が80万円以下の方
　 28,890 円→ 24,080 円（4,810 円の減額）
● 世帯全員が住民税非課税で本人の年金収入額等が
　 80万円を超えて120万円以下の方
　 44,940 円→ 36,920 円（8,020 円の減額）
● 世帯全員が住民税非課税で本人の年金収入額等が
　 120万円を超える方
　 48,150 円→ 46,550 円（1,600 円の減額）



6

太子町議会だより
No.191  令和元年7月25日号

全員賛成で可決・承認・採択した議案等

議案等の名称（略称）

承認

専決処分したものにつき承認を求めることについて
(太子町税条例等の一部を改正する条例の制定について)

専決処分したものにつき承認を求めることについて
（令和元年度兵庫県太子町一般会計補正予算（第１号））

補正予算

令和元年度兵庫県太子町一般会計補正予算（第２号）

令和元年度兵庫県太子町介護保険特別会計補正予算（第１号）

令和元年度兵庫県太子町水道事業会計補正予算（第１号）

契約

工事請負契約の締結について（防災行政無線設備整備工事）

工事請負契約の締結について（太子東中学校校舎大規模改造工事）

工事請負契約の締結について（町民体育館耐震補強・大規模改造工事）

条例

太子町税条例等の一部を改正する条例の制定について

太子町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

太子町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例の制定について

太子町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

請願
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、
2020年度政府予算に係る意見書採択の要請について

意見書
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、
2020年度政府予算に係る意見書

５

月

臨

時

会

議

決

結

果

一
般
質
問
追
跡

６

月

定

例

会

一

般

質

問

委

員

会

報

告

令和元年６月定例会議決結果

会　計　名 補　正　額 補正後の総額 主な内容

一 般 会 計
（第1号） 3憶7,016万円 128億1,871万円 太子東中学校校舎大規模改造工事費等の

追加補正等
一 般 会 計

（第2号） 2,346万円 128億4,217万円 放課後児童クラブ支援員派遣委託料の
追加補正等

介護保険特別会計
（第1号） 132万円 23億3,038万円 介護保険制度改正に伴うシステム

改修委託料の追加補正等
水 道 事 業 会 計

（第1号） 347万円 5億1,276万円 メーター交換委託料の増額補正等

会計別の補正予算金額

主
な
補
正

一
般
会
計

補
正
予
算
の

主
な
内
容

　

一
般
会
計
全
体

の
補
正
額
は
約
２
，

３
４
６
万
円
で
、

主
に
事
業
執
行
に

伴
う
関
係
経
費
の

補
正
と
な
っ
た
。

百
歳
以
上

祝
金
の
追
加　

75
万
円

斑
鳩
で
古
民
家
を

活
用
し
た
学
童
教
室　

１
６
２
万
円

消
防
団
救
助
資
機
材

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
７
機

な
ど
購
入　

１
１
７
万
円

陶
芸
用
の
電
気
窯
を

購
入　

１
７
７
万
円

な
ど
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マークのあるテーマを掲載しています。その他のテーマ、全文は会議録をご覧ください。

質問者 質　問 掲載頁

首藤　佳隆
新しい公共交通を考える

P8

中学校部活動のあり方について

井村　淳子

56年ぶりに巡りくる東京オリンピックを見据え、思い出に残る太子町の
取り組みをはじめよう

母子手帳アプリ等の導入で、気軽にスマホで情報入手ができる環境整備を

介護予防、健康増進という観点で健康遊具の設置、公園等の整備を進めよう

中島　貞次

幼児教育0 〜 2才児への町独自の負担軽減はないのか

P9

同居老人世帯でも使えるやすらぎタクシー制度にできないのか

風しんとインフルエンザワクチン接種への無料化について

松浦　崇志
新給食センターの早期稼働を求める

まちづくり（ハード面）のビジョンについて

森田　哲夫

病児保育事業の実施および幼児期からの国際教育について

P10

自然災害等に備え、安心・安全なまちづくりについて

町民のみなさんによりそい共に考え地方創生都市太子を目指した
取り組みについて

出原　賢治 太子町発展のための将来ビジョンについて

上山　隆弘

地方統一選挙を終え、その経過や、その住民の声、その報道なども踏まえ、結果
から得た課題をどう考えるか。また、今後の取り組みに活かすことは何か

P11

地域の担い手について

公共施設の担うところとその計画について

福井　輝昭
斑鳩保育所西側駐車場の整備、道路の拡幅は

どうする素掘りの用水路！

吉田　正之
太子苑地図混乱解決へ向けて

P12

町長より今回の選挙結果について感想と今後の議会との関係について尋ねる

中薮　清志

今後の選挙、投票率向上への取り組みは

町内の渋滞解消対策は

検診クーポン事業の拡大を！！

本会議2日目、3日目（6月4日、5日）の一般質問に10人の議員が登壇し、町執行機関に対し行政の在り方など議論が行われた。

５

月

臨

時

会

議

決

結

果

一
般
質
問
追
跡

６

月

定

例

会

一

般

質

問

委

員

会

報

告
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問

問

答

答

首
藤　

15
年
前
に

試
行
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
問
題
点

と
そ
の
分
析
は
。

総
務
部
長　

当
時

は
固
定
の
バ
ス
停

に
寄
る
形
だ
っ
た

が
、
自
分
で
乗
る
場
所
を

指
定
で
き
る
と
い
う
よ
う

な
運
用
を
検
討
す
る
価
値

が
あ
る
。
ま
た
、
町
内
だ

け
の
運
行
だ
っ
た
が
、
町

外
と
連
携
す
る
こ
と
で
利

用
も
増
え
る
可
能
性
が
あ

る
と
考
え
る
。

首
藤　

そ
の
当
時
と
は
明

ら
か
に
社
会
状
況
が
違
う
。

町
と
し
て
新
し
い
公
共
交

通
、
例
え
ば
デ
マ
ン
ド
交

通
や
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ

ビ
リ
テ
ィ
の
導
入
等
を
い

ち
早
く
検
討
す
べ
き
だ
。

副
町
長　

や
す
ら
ぎ
タ
ク

シ
ー
や
高
齢
者
等
買
い
物

支
援
事
業
の
評
価
を
踏
ま

え
、
近
隣
市
町
や
先
進
地

の
公
共
交
通
の
取
り
組
み

を
調
査
研
究
し
、
交
通
事

業
者
や
警
察
、
そ
し
て
住

民
の
皆
さ
ん
と
協
議
・
連

携
を
深
め
、
公
共
交
通
会

議
を
至
急
に
立
ち
上
げ
、

太
子
町
に
合
っ
た
地
域
交

通
を
考
え
て
い
く
。

首
藤　

た
と
え
デ
メ
リ
ッ

ト
が
あ
っ
て
も
積
極
的
に

自
分
た
ち
の
町
の
公
共
交

通
を
考
え
実
験
し
て
い
る

自
治
体
が
全
国
に
数
多
く

あ
る
。
太
子
町
で
も
新
し

い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
公

共
交
通
が
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
実
現
す
る
こ
と
を

期
待
す
る
。

井
村　

56
年
前

の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は

誉ほ
ん
き
ゅ
う
ば
し

鳩
橋
か
ら
青

山
ゴ
ル
フ
場
前

ま
で
太
子
町
の

92
名
の
若
人
に

よ
る
聖
火
リ
レ

ー
が
行
わ
れ
た
。
歴
史

の
証
人
で
あ
る
方
々
が

ご
健
在
の
今
、
巡
り
く

る
大
会
に
向
け
て
み
ん

な
が
盛
り
上
が
る
よ
う

な
企
画
を
考
え
て
は
い

か
が
か
。

教
育
長　

一
生
に
一
回
し

か
出
会
わ
な
い
で
あ
ろ
う

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
機
会
を

捉
え
て
、
町
民
へ
の
啓
発

を
含
め
児
童
・
生
徒
の
思

い
出
に
残
る
様
な
事
を
前

向
き
に
検
討
し
た
い
。

井
村　

当
時
の
大
会
に
つ

い
て
生
の
声
を
聞
く
こ
と

が
で
き
る
ま
た
と
な
い
機

会
で
あ
る
。
タ
イ
ム
リ
ー

な
取
り
組
み
を
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

子
育
て
ア
プ
リ
の
導
入
を

井
村　

子
育
て
世
代
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し

て
情
報
収
集
を
し
て
い

る
。
時
間
や
場
所
に
と
ら

わ
れ
ず
、
気
軽
に
子
育
て

支
援
に
関
す
る
情
報
や

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
情
報
提
供
が
得
ら
れ
る

「
母
子
手
帳
ア
プ
リ
」
等

の
導
入
が
出
来
な
い
か
。

生
活
福
祉
部
長　

相
生
市

の
実
施
状
況
を
調
べ
た

が
、
ア
プ
リ
を
用
い
た
情

報
発
信
は
大
変
有
効
と
考

え
る
。
近
隣
の
状
況
や
費

用
対
効
果
、
運
用
が
可
能

か
等
検
討
を
し
た
い
。

首藤 佳隆 議員

井村 淳子 議員

新しい公共交通を考える時だ

東京オリンピックを見据えた取り組みは

早急に検討会議を立ち上げる

子ども達の思い出に
残る企画を検討したい

５

月

臨

時

会

議

決

結

果

一
般
質
問
追
跡

６

月

定

例

会

一

般

質

問

委

員

会

報

告昭和39年 オリンピック東京大会
聖火リレー参加記念（旧庁舎前にて撮影）
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インフルエンザ接種費用の無料化は

国や他市町の動きを調査研究していく

問

答

新給食センターの稼働時期は

松
浦　

令
和
元
年
６
月
号

広
報
た
い
し
の
中
で
、
用

地
の
一
部
に
土
壌
汚
染
が

あ
る
と
記
載
が
あ
る
が
。

教
育
次
長　

汚
染
土
壌
を

搬
出
す
る
こ
と
で
そ
の
安

全
性
を
確
保
す
る
。

松
浦　

汚
染
土
壌
が
取

り
除
か
れ
、
安
全
が
確

認
さ
れ
た
前
提
だ
が
、

子
ど
も
た
ち
や
保
護
者

の
た
め
に
も
１
日
も
給

食
が
途
切
れ
る
こ
と
の

無
い
よ
う
に
早
期
稼
働

に
向
け
計
画
が
進
む
こ

と
を
求
め
る
。

将
来
に
備
え
た
買
い
物

難
民
対
策
に
つ
い
て

松
浦　

今
後
、
運
転
免
許

返
納
等
に
よ
り
交

通
手
段
に
不
自
由

す
る
人
が
増
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ

る
が
。

生
活
福
祉
部
長　

移
動
販
売
や
買
い

物
代
行
等
の
取
組
み
や
、

町
民
誰
も
が
利
用
で
き
る

公
共
交
通
の
検
討
を
行
っ

て
い
く
。

松
浦　

具
体
的
に
計
画
す

る
の
か
、
し
な
い
の
か
、

何
年
以
内
の
計
画
な
の
か

と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
町
民

は
求
め
て
い
る
が
。

生
活
福
祉
部
長　

現
在
、

第
６
次
太
子
町
総
合
計

画
を
策
定
中
だ
が
、
今

後
10
年
間
の
早
い
段
階

で
実
施
計
画
が
出
て
く

る
よ
う
に
担
当
課
と
協

議
し
て
い
き
た
い
。

松
浦　

特
に
交
通
手
段
に

つ
い
て
は
早
急
な
検
討
を

求
め
る
。

松浦 崇志 議員

問

答

中
島　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
就
学
前

の
幼
児
や
高
齢
者
に
対
し

て
の
定
期
予
防
接
種
化
や

無
料
接
種
で
き
な
い
の
か
。

生
活
福
祉
部
長　

高
齢
者

に
は
１
，５
０
０
円
の
自

己
負
担
で
行
っ
て
い
る
。

　

昨
シ
ー
ズ
ン
（
２
０
１
８

年
11
月
１
日
か
ら

２
０
１
９
年
５
月
19
日
）

の
太
子
町
で
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
罹
患
者
数
は
、３
，

０
６
６
人
で
あ
る
。

就
学
前
の
幼
児
な
ど
、
定

期
予
防
接
種
対
象
者
以

外
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て
も
そ
の
重
要

性
は
十
分
認
識
し
て
い

る
。
接
種
助
成
や
自
己
負

担
額
等
は
国
や
他
の
市

町
の
動
向
を
見
な
が
ら

研
究
調
査
し
て
い

き
た
い
。

中
島　

た
つ
の
市

で
は
就
学
前
児
童

に
対
し
て
無
料

化
、
ま
た
愛
媛
県

で
も
中
３
、
高
３

の
受
験
生
に
対
し
て
１
，

０
０
０
円
補
助
し
て
い

る
。
太
子
町
で
も
助
成
並

び
に
無
料
化
を
進
め
て
は

ど
う
か
。

生
活
福
祉
部
長　

仮
に

就
学
前
の
幼
児
に
対
し

て
太
子
町
で
助
成
を
す

る
と
、
対
象
人
数
１
，

７
６
４
人
で
接
種
率
を
約

60
％
と
し
、
他
の
市
町
と

同
じ
よ
う
に
１
回
の
助

成
を
１
，５
０
０
円
に
し

て
２
回
接
種
で
お
よ
そ

３
１
７
万
５
，２
０
０
円

の
予
算
が
必
要
に
な
る
。

中島 貞次 議員

令和３年の早い時期を目指している

５

月

臨

時

会

議

決

結

果

一
般
質
問
追
跡

６

月

定

例

会

一

般

質

問

委

員

会

報

告 給食センター
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問

答

太子町発展のための将来ビジョンは
第６次太子町総合計画、

都市計画マスタープランで示す

出
原　

人
口
減
少

社
会
を
迎
え
た
日

本
だ
が
、
太
子
町

で
は
ま
だ
人
口
は

増
え
続
け
て
い

る
。
恵
ま
れ
た
立

地
と
利
便
性
、
文

化
的
遺
産
を
生
か

し
、
発
展
さ
せ
る
方
向
の

都
市
計
画
を
考
え
ら
れ
な

い
か
。

経
済
建
設
部
長　

人
口

の
維
持
、
緩
や
か
な
拡
大

は
し
て
い
き
た
い
。
コ

ン
パ
ク
ト
な
街
づ
く
り
、

縮
小
で
は
な
く
縮
充
、
縮

め
な
が
ら
充
実
さ
せ
て

い
く
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
維
持
が
出
来
て
い
る

地
区
も
あ
る
一
方
、
空
き

家
・
団
地
再
生
の
課
題
も

あ
る
。

出
原　

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を

促
進
す
る
た
め
の
課
題
は

何
か
。

副
町
長　

豊
か
な
自
然

と
住
み
や
す
さ
、
歴
史

的
文
化
遺
産
と
利
便
性
、

そ
う
し
た
良
さ
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
。
そ
の
た

め
の
様
々
な
Ｐ
Ｒ
も
や

っ
て
い
る
。
未
来
の
住
民

で
あ
る
子
ど
も
た
ち
に

愛
着
を
持
っ
て
も
ら
う
。

地
域
学
習
や
環
境
学
習 

“和
の
ま
ち
太
子
”
を
目

指
す
第
６
次
太
子
町
総

合
計
画
の
策
定
過
程
に

も
子
供
た
ち
の
意
見
を

取
り
入
れ
た
い
。
支
援
、

協
力
を
求
め
る
。

出
原　

若
い
方
た
ち
が
わ

く
わ
く
す
る
よ
う
な
施
策

を
。
産
業
も
農
政
も
観
光

も
「
や
り
た
い
」
と
思
う

よ
う
な
積
極
的
な
町
政
に

努
め
よ
。

出原 賢治 議員

問

答

病児保育事業施設の新設について

医師会、認定こども園等に
意向調査し実施に向けて取り組む

森
田　
※
病
児
保

育
事
業
施
設
の
新

設
に
つ
い
て
は
。

生
活
福
祉
部
長

　

子
育
て
支
援
施

策
の
一
つ
と
し
て

早
急
に
取
り
組
む

べ
き
事
業
で
あ
る
こ
と
は

認
識
し
て
お
り
、
医
師

会
、
認
定
こ
ど
も
園
等
に

意
向
調
査
し
、
実
施
可
能

な
形
態
と
実
施
時
期
を
検

討
す
る
。

幼
児
期
か
ら
の
国
際
教
育

森
田　

幼
児
期
か
ら
の
英

語
等
の
取
入
れ
及
び
人
的

交
流
に
つ
い
て
は
。

教
育
長　

英
語
に
出
会
い

親
し
み
を
持
つ
よ
う
な
英

語
教
育
を
幼
稚
園
等
か
ら

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助

手
）
に
入
っ
て
頂
き
、
遊

び
を
通
し
た
感
覚
育
成
に

努
め
国
際
理
解
を
深
め
て

い
き
た
い
。

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

森
田　

地
震
等
の
自
然
災

害
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
発
生
時
に
お
け
る

体
制
に
つ
い
て
は
。

副
町
長　

町
防
災
訓
練
等

の
実
施
に
よ
り
避
難
所
設

置
、
運
営
訓
練
を
実
施
し

て
い
る
。
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
発
生
に
備
え
患
者

の
受
け
入
れ
医
療
機
関
の

整
備
、予
防
接
種
体
制（
住

民
接
種
・
特
定
接
種
）
の

整
備
に
努
め
て
い
る
。

森田 哲夫 議員

※
病
児
保
育
事
業
…

　

病
児
対
応
型
、
病
後
児
対
応
型
、

体
調
不
良
児
対
応
型
、非
施
設
型
（
訪

問
型
）、
送
迎
対
応
の
事
業
類
型
が

あ
る
。

５

月

臨

時

会

議

決

結

果

一
般
質
問
追
跡

６

月

定

例

会

一

般

質

問

委

員

会

報

告
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公共施設の担うところと
その計画について問う

持続可能な太子町を第一に住民
ニーズに合った施設運営を目指す

問

答

素掘りの用水路の保全対策は

福
井　

堆
積
土
砂
の
除

去
や
草
刈
り
等
、
用
水

路
の
清
掃
は
水
路
の
距

離
が
長
く
、
水
路
の
底
、

両
横
の
三
方
が
土
で
あ

る
素
掘
の
水
路
で
は
大

変
な
作
業
に
な
る
。
清
掃

に
携
わ
る
方
の
高
齢
化

や
耕
作
者
の
減
少
に
よ

る
少
な
い
人
手
の
中
で

の
清
掃
は
厳
し
い
状
況

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

①
高
齢
化
等
へ
の
何
ら
か

の
対
策
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。
②
市

街
化
地
域
で
は
、
素
堀
の

水
路
が
荒
れ
る
こ
と
は
環

境
上
重
大
で
あ
る
。
取
り

組
み
は
。

経
済
建
設
部
長　

①
水
路

管
理
者
だ
け
に
任
せ
る
の

は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

自
治
会
共
有
の

問
題
と
し
て
取

り
上
げ
て
頂
き
、

維
持
管
理
に
つ

い
て
は
補
助
金

制
度
の
活
用
等

の
助
言
を
行
う
。

②
法
定
外
水
路
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
化
や
機
能

改
修
へ
の
補
助
金
制
度
の

活
用
促
進
に
努
め
る
。

福
井　

荒
河
用
水
路
の
清

掃
に
携
わ
っ
て
い
る
方
の

平
均
年
齢
は
70
歳
位
で
、

宅
地
転
用
が
進
め
ば
後
継

者
が
い
な
く
な
り
水
路
や

周
辺
は
荒
れ
る
。
素
掘
り

の
水
路
問
題
は
何
と
か
し

な
け
れ
ば
。

経
済
建
設
部
長　

現
状
を

見
て
、
話
し
を
聞
か
せ
て

頂
く
。

福井 輝昭 議員

問

答

上
山　

町
民
が
求
め
る

公
共
場
所
は
足
り
て
い

る
か
。

財
政
課
長　

提
供
す
べ
き

義
務
的
施
設
、
準
義
務
的

施
設
な
ど
の
、
町
都
市
施

設
機
能
は
一
定
水
準
の
整

備
は
で
き
て
い
る
と
考
え

る
。
し
か
し
、
公
共
施
設

や
自
治
会
施
設
の
利
用
と

並
行
し
て
、
民
間
の
施
設

な
ど
を
活
用
し
創
意
工
夫

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
空
き
家
バ
ン
ク
の
活

用
も
期
待
さ
れ
る
。

上
山　

老
人
会
会
員
の

中
に
は
自
治
会
役
員
経

験
者
も
意
識
の
高
い
方

も
あ
り
町
の
担
い
手
で

も
あ
る
。
寄
り
合
い
楽

し
む
場
所
は
大
切
で
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
が
生
ま
れ
る
。

そ
う
い
っ
た
方
の

活
動
の
場
も
今
後

の
公
共
施
設
、
町

有
土
地
な
ど
、
未

来
に
向
け
議
論
し

公
共
施
設
の
計
画

を
進
め
よ
。

財
政
課
長　

取
り
壊
し
た

中
央
公
民
館
、
つ
く
も

荘
、
不
便
を
お
か
け
し
た

が
、
他
の
施
設
を
利
用
い

た
だ
い
て
い
る
と
聞
く
。

公
共
施
設
は
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
場
で
あ
り
、
住

民
主
体
の
協
働
や
交
流
の

場
で
あ
る
。
住
民
が
主
役

の
施
設
を
主
眼
に
し
、
整

備
促
進
に
取
り
組
む
。
コ

ン
パ
ク
ト
で
持
続
可
能
な

太
子
町
を
第
一
に
、
で
き

る
だ
け
少
な
い
維
持
管
理

費
で
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
使

い
や
す
い
施
設
運
営
に
努

め
る
。

上山 隆弘 議員

補助金制度の活用などの助言を行う

５

月

臨

時

会

議

決

結

果

一
般
質
問
追
跡

６

月

定

例

会

一

般

質

問

委

員

会

報

告 荒河（あらこ）の鵤溝（いかるがみぞ）

ふれあいホールで活動するたちばな大学陶芸部



12

太子町議会だより
No.191  令和元年7月25日号

問

答

中
薮　

交
通
の
要

衝
で
、
多
数
の
お

店
が
並
ぶ
便
利
な

町
の
た
め
、渋
滞
が

お
こ
り
渋
滞
回
避

に
路
地
を
車
が
通

り
抜
け
し
て
い
る
。

①
渋
滞
緩
和
策
の

構
想
は
。
②
抜
け
道
の
安

全
対
策
は
。

経
済
建
設
部
長　

①
主
要

幹
線
道
路
の
基
盤
整
備
を

進
め
、
基
幹
道
路
事
業
に

あ
わ
せ
て
町
道
の
整
備
を

考
え
て
い
る
。
②
ゾ
ー
ン

30
や
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン

等
、
現
在
色
々
な
対
策
を

検
討
中
な
の
で
継
続
し
て

考
え
た
い
。

中
薮　

立
岡
交
差
点
等
、

右
折
レ
ー
ン
の
な
い
信
号

を
時
差
式
に
で
き
な
い
か
。

経
済
建
設
部
長　

立
岡
交

差
点
は
東
西
方
向
を
時
差

式
に
し
て
、右
折
が
で
き
る

時
間
帯
を
つ
く
る
協
議
を

警
察
と
し
た
。
今
の
状
況

で
は
難
し
い
が
今
後
も
要

望
は
続
け
て
い
き
た
い
。

　
検
診
ク
ー
ポ
ン
に
つ
い
て

中
薮　

ク
ー
ポ
ン
配
布
の

目
的
と
意
味
は
。

生
活
福
祉
部
長　

検
診
受

診
の
動
機
づ
け
を
行
い
、

受
診
の
促
進
、早
期
発
見
、

死
亡
者
の
減
少
を
図
る
。

中
薮　

国
や
県
、
他
市
町

の
効
果
的
な
も
の
は
積
極

的
に
取
り
入
れ
る
べ
き
だ
。

生
活
福
祉
部
長　

国
、
県

の
新
た
な
事
業
は
取
り
入

れ
た
い
が
、
今
は
受
診
率

を
上
げ
る
努
力
を
行
う
。

中薮 清志 議員

生活環境整備のための渋滞緩和策は
主要幹線道路の基盤整備を

スピード感をもって進める

問

答

吉
田　

地
図
混
乱

解
消
の
た
め
の
測

量
予
算
が
今
年
度

初
め
て
付
い
た
。

今
回
の
事
業
目
的

と
道
筋
は
。

経
済
建
設
部
長　

官
民
境
界
等
先
行
調
査

と
い
う
国
、
県
の
補
助

事
業
を
活
用
し
た
も
の

で
、
３
年
間
で
進
め
る
。

今
回
は
官
民
協
定
で
な

く
現
状
の
図
面
を
作
る

た
め
民
地
と
官
地
の
仮

の
境
界
を
設
定
し
て
図

面
を
作
る
作
業
だ
。

吉
田　

事
業
の
継
続
と
地

域
住
民
負
担
は
。

経
済
建
設
部
長　

受
益
者

の
利
益
向
上
に
も
つ
な
が

る
た
め
、
補
助
金
を
活
用

し
、
最
低
限
の
地
元
負
担

を
求
め
な
が
ら
地
図
混
乱

が
終
了
す
る
ま
で
や
っ
て

い
き
た
い
。

町
長
と
議
会
の
関
係

吉
田　

神
戸
新
聞
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
あ
っ
た
が
町
長

の
手
腕
を
評
価
し
て
い
る

議
員
は
実
質
一
人
も
い
な

い
。
こ
の
よ
う
な
状
態
に

な
っ
た
こ
と
に
対
す
る
感

想
と
町
長
は
多
く
の
人
に

立
候
補
を
要
請
し
た
と
聞

く
が
。

町
長　

選
挙
の
結
果
は
町

民
の
皆
様
の
審
判
に
付
さ

れ
た
結
果
で
あ
る
の
で
私

が
発
言
す
べ
き
立
場
に
は

な
い
。
今
後
と
も
議
員
各

位
と
活
発
な
議
論
を
重

ね
、
車
の
両
輪
と
し
て
太

子
町
の
発
展
に
努
力
し
て

い
く
。
議
員
に
立
候
補
要

請
で
な
く
、
御
意
思
が
あ

る
の
で
あ
れ
ば
と
促
し
た

だ
け
だ
。

吉田 正之 議員

太子苑地図混乱解消に向けて
今後の道筋は

時間は掛かるが
地図混乱解消まで実施する

５

月

臨

時

会

議

決

結

果

一
般
質
問
追
跡

６

月

定

例

会

一

般

質

問

委

員

会

報

告
夕方の立岡交差点の現状
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あの日
あの時

あの質問 どうなった
以前の あの答弁

以前の定例会での一般質問が、その後どのように反映されたかを追跡！

　太子苑地図混乱解消に伴う費用は誰がいく
ら負担をするのか、特に地元負担はどうなるか。

　旧庁舎跡地は、どのように利用を考え
ているのか。また旧南庁舎の改修後の
利用はどのように考えているか。

　平成31年度予算において初めて測量予算が付き測量が開始することになった、今回の測量は
官民境界等先行調査という国、県の補助金を活用した事業で地元負担は無いことになる。
地図混乱解消までの道筋はかなり長いものになる。

　南庁舎は教育委員会管理課が適応指導教室、社会福祉課が療育事業として１階を利用し、
２階は倉庫として利用している。現在、跡地利用については代替施設用地として確保、売却、
有償貸付等を含めて検討中とのことです。

　集団和解に要する費用は、地権者にお願いするが、測量など
の費用は国や県の補助金を活用する。

　跡地利用については現在、広場的に整備しようと考
えている。将来的には生涯学習施設や子育て関連施
設、高齢者福祉施設等の候補地の一つということも含
め、どのように活用するか検討していく予定である。
南庁舎は本年度中に方針を決定しようと考えている。

答弁答弁

答弁答弁

その後その後

その後その後

平成30年1月 

平成29年4月 

185号

182号

５

月

臨

時

会

議

決

結

果

一
般
質
問
追
跡

６

月

定

例

会

一

般

質

問

委

員

会

報

告

混乱区域の調査字限図の一部

旧庁舎跡地
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今
年
度
の
課
題
を
「
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
～

町
発
展
の
好
循
環
を
創
出

～
」
に
決
定
し
た
。
中
小

企
業
振
興
条
例
や
特
別

指
定
区
域
制
度
の
活
用
、

観
光
振
興
、
聖
徳
太
子

１
４
０
０
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
、
ま
ち
が
発
展
し

て
い
く
方
策
を
調
査
・
研

究
し
て
い
く
。

　

付
託
さ
れ
た
条
例
２
件

の
審
査
を
行
っ
た
。
こ
の

案
件
を
全
員
賛
成
で
可
決

し
本
会
議
に
報
告
し
た
。

問　
「
新
築
住
宅
等
に
対

す
る
固
定
資
産
税
の
減
額

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が

す
べ
き
申
告
」
の
附
則
第

10
条
の
３
で
、
固
定
資
産

税
の
減
額
と
い
う
こ
と
は

町
税
が
そ
の
分
だ
け
減
収

に
な
る
が
、
国
か
ら
の
補

填
は
あ
る
の
か
。

答　

現
在
の
と
こ
ろ
、
そ

う
い
っ
た
情
報
は
な
い
。

問　

住
宅
借
入
金
等
特
別

税
額
控
除
に
係
る
申
告
要

件
の
廃
止
に
つ
い
て
、「
納

税
通
知
書
が
送
達
後
に
申

告
書
を
提
出
し
た
場
合
、

所
得
税
に
お
い
て
は
控
除

の
適
用
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
個
人
住
民
税
に

お
い
て
は
控
除
の
適
用
が

で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
生
じ

て
い
た
た
め
、
こ
の
申
告

書
の
要
件
を
削
除
す
る
も

の
」
と
あ
る
が
、
控
除
の

適
用
が
で
き
な
い
ケ
ー
ス

と
は
ど
の
よ
う
な
場
合
で

あ
る
の
か
。

答　

所
得
税
で
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
の
申

告
を
し
て
い
な
か
っ
た

方
が
期
限
後
に
更
正
の

請
求
や
修
正
申
告
を
し

た
場
合
、
住
民
税
に
お
い

て
は
、
納
税
通
知
書
を
既

に
送
付
し
て
い
れ
ば
今

ま
で
適
用
に
な
っ
て
い

な
か
っ
た
。

問　

一
般
的
に
聞
く
税
金

面
で
軽
減
さ
れ
る
エ
コ
カ

ー
減
税
の
文
言
が
な
い

が
、
エ
コ
カ
ー
減
税
と
グ

リ
ー
ン
化
特
例
に
つ
い
て

の
説
明
を
求
め
る
。

答　

エ
コ
カ
ー
減
税
と

は
環
境
性
能
に
優
れ
た

自
動
車
に
対
し
て
「
自
動

車
重
量
税
」「
自
動
車
取

得
税
」
を
減
税
す
る
優

遇
措
置
の
こ
と
で
あ
る
。

グ
リ
ー
ン
化
特
例
と
い

う
の
は
同
じ
く
環
境
性

能
に
優
れ
た
自
動
車
に

対
し
て
「
自
動
車
税
」「
軽

自
動
車
税
」
を
減
税
す
る

も
の
で
、
新
車
の
新
規
登

録
等
か
ら
一
定
年
数
を

経
過
し
た
自
動
車
に
対

し
て
は
、
自
動
車
税
、
軽

自
動
車
税
を
重
課
す
る

規
定
も
あ
る
。
当
町
の
場

合
は
、
あ
く
ま
で
も
軽
自

動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化

特
例
を
規
定
し
て
い
る
。

問　

自
動
車
取
得
税
を
廃

止
し
て
今
回
、
環
境
性
能

割
を
導
入
す
る
と
い
う
こ

と
だ
が
、
こ
れ
は
従
来
の

自
動
車
取
得
税
に
対
し
て

減
税
に
な
る
の
か
。
今
１

％
、
２
％
と
元
々
あ
る

が
、
こ
れ
は
従
来
の
自
動

車
税
と
比
較
し
て
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

答　

現
在
の
自
動
車
取
得

税
か
ら
の
税
率
は
ほ
ぼ
同

率
で
あ
る
。
今
回
令
和
元

年
10
月
１
日
か
ら
令
和
２

６
月
10
日

課
題
調
査

◆
総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会
◆

持
続
可
能
な

　
　

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

●
主
な
質
疑
応
答

●
主
な
質
疑
応
答

付
託
案
件
審
査

専
決
し
た
も
の
に
つ
き

承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
（
太
子
町
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
）

太
子
町
税
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

年
９
月
30
日
ま
で
に
購
入

し
た
分
に
つ
い
て
は
特
例

的
に
消
費
税
の
引
き
上
げ

に
応
じ
て
２
％
を
１
％

に
、
１
％
を
非
課
税
に
臨

時
的
に
１
％
軽
減
す
る
も

の
で
あ
る
。
環
境
性
能
割

は
、
こ
の
平
成
31
年
３
月

定
例
会
で
提
案
し
変
更
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ

こ
か
ら
新
た
に
こ
う
い
っ

た
制
度
が
出
て
き
た
の

で
、
も
う
一
度
規
定
を
し

た
も
の
で
あ
る
。

５

月

臨

時

会

議

決

結

果

一
般
質
問
追
跡

６

月

定

例

会

一

般

質

問

委

員

会

報

告

燃費性能 自動車取得税
平成32年度燃費基準＋20％達成車 非課税
平成32年度燃費基準＋10％達成車 0.6％
平成32年度燃費基準達成車 1.2％
平成27年度燃費基準＋10％達成車 1.8％
平成27年度燃費基準＋5％達成車 2.4％
上記以外 3％

環境性能割

非課税

1%
2%

3%

環境性能割

非課税

非課税
1%

2%

環境性能割

非課税

1%

2%

環境性能割

非課税

非課税

1%

燃費性能 自動車取得税
平成32年度燃費基準＋20％達成車 非課税
平成32年度燃費基準＋10％達成車 0.4％
平成32年度燃費基準達成車 0.8％
平成27年度燃費基準＋10％達成車 1.2％
平成27年度燃費基準＋5％達成車 1.6％
上記以外 2％

【従来の自動車取得税＋エコカー減税】 【環境性能割への移行】 【今回の軽減措置】

軽自動車

普通車 （令和元年10月1日から） （令和2年9月30日まで）



15

太子町議会だより
No.191  令和元年7月25日号 　

今
年
度
の
課
題
調
査
項

目
を
協
議
し
た
結
果
、「
給

食
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
に

つ
い
て
」「
環
境
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
」「
子
育
て
対
策
に
つ

い
て
」
の
３
件
に
つ
い
て

調
査
研
究
す
る
こ
と
に
決

定
し
た
。

　

付
託
さ
れ
た
条
例
３
件

の
審
査
を
行
っ
た
。
す
べ

て
の
案
件
を
全
員
賛
成
で

可
決
し
、
本
会
議
に
報
告

し
た
。

問　

太
子
町
に
家
庭
的

保
育
事
業
者
は
存
在
す

る
の
か
。

答　

こ
の
事
業
者
は
な
い
。

問　

今
後
の
動
向
は
。

答　

こ
の
事
業
の
園
児
が

卒
園
す
る
と
き
に
受
け
入

れ
施
設
が
な
い
の
で
町
と

し
て
積
極
的
に
推
進
し
て

い
な
い
。

問　

放
課
後
児
童
支
援
員

の
資
格
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
の
県
が
行
う
研
修
に
加

え
、
政
令
指
定
都
市
が
行

う
研
修
を
修
了
し
た
者
が

追
加
さ
れ
た
。
今
後
、
人

数
が
増
え
る
が
質
の
低
下

は
な
い
の
か
、
研
修
内
容

の
基
準
は
あ
る
か
。

答　

政
令
指
定
都
市
の

研
修
は
、
統
一
的
基
準
を

持
つ
県
の
研
修
に
倣
う

か
た
ち
で
実
施
さ
れ
る

た
め
、
格
差
が
生
じ
る
こ

と
は
な
い
。

問　

住
民
税
非
課
税
対
象

者
（1）
～

（3）
ま
で
の
対
象
者

数
と
減
額
は
い
く
ら
か
。

答　

（1）
生
活
保
護
受
給

者
お
よ
び
世
帯
全
員
が

住
民
税
非
課
税
で
本
人

の
年
金
収
入
等
が
80
万

円
以
下
の
対
象
人
数
は

１
，１
８
８
人
、
減
額
は

５
６
６
万
９
，０
０
０
円

（2）
世
帯
全
員
が
住
民
税

非
課
税
で
本
人
の
年
金

収
入
等
が
80
万
円
を

超
え
て
１
２
０
万
円

以
下
は
、
５
１
８
人
、

４
１
２
万
１
，０
０
０
円

（3）
世
帯
全
員
が
住
民
税
非

課
税
で
本
人
の
年
金
収
入

等
が
１
２
０
万
円
を
超
え

る
場
合
は
、
４
６
５
人
、

73
万
９
，０
０
０
円
で
あ

り
、

（1）
か
ら

（3）
ま
で
の

合
計
２
，１
７
１
人
、
１
，

０
５
２
万
９
，０
０
０
円

で
あ
る
。

　

請
願
者
よ
り
趣
旨
説
明

が
あ
っ
た
。

　

４
月
か
ら
働
き
方
改
革

関
連
法
が
施
行
さ
れ
た

が
、
学
校
現
場
で
は
、
教

材
研
究
や
授
業
準
備
の
時

間
を
十
分
確
保
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
。
長
時
間

労
働
是
正
に
向
け
た
教
職

員
の
働
き
方
改
革
を
進
め

る
た
め
に
も
、
教
職
員
定

数
改
善
は
必
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
の
財
源
措
置
を

国
に
求
め
、
教
育
の
機
会

均
等
の
実
現
を
図
る
こ
と
。

　

審
査
結
果
は
全
員
賛
成

で
採
択
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
、
措
置
事
項
と
し
て

意
見
書
を
提
出
す
る
。

　

日
本
各
地
で
子
ど
も
た

ち
を
取
り
巻
く
環
境
が
変

化
し
、
特
に
車
等
に
よ
る

事
故
に
よ
り
死
傷
し
た
事

例
が
後
を
絶
た
な
い
。
そ

こ
で
福
祉
文
教
常
任
委
員

会
と
し
て
教
育
委
員
会
に

緊
急
要
望
書
を
手
渡
し
、

子
供
た
ち
を
事
故
等
か
ら

守
る
体
制
を
さ
ら
に
強
化

す
る
要
請
を
行
っ
た
。

６
月
７
日

課
題
調
査

◆
福
祉
文
教
常
任
委
員
会
◆

交
通
事
故
等
か
ら
子
ど
も
の

　

命
を
守
る
緊
急
要
望
書
提
出

●
主
な
質
疑
応
答

●
主
な
説
明
内
容

●
主
な
質
疑
応
答

付
託
案
件
審
査

請
願
審
査

緊
急
要
望

太
子
町
※
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定

教
職
員
定
数
改
善
と

義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
２
分
の
１
復

元
を
は
か
る
た
め
の
、

２
０
２
０
年
度
政
府
予

算
に
係
る
意
見
書
採
択

の
要
請
に
つ
い
て

交
通
事
故
等
か
ら
子
ど

も
た
ち
を
守
る
対
策
を

求
め
る
緊
急
要
望
書

太
子
町
介
護
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

※
家
庭
的
保
育
事
業
…

　

日
中
家
庭
で
子
ど
も
を
保
育
で
き

な
い
保
護
者
に
代
わ
っ
て
事
業
者

（
保
育
者
）
が
自
宅
ま
た
は
保
護
者

の
家
で
保
育
を
行
う
も
の
で
、
町
の

認
可
を
受
け
、
保
育
士
の
資
格
の
あ

る
者
が
行
う
事
業
。

※
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
…

　

保
護
者
が
仕
事
等
で
昼
間
家
庭
に

い
な
い
小
学
校
児
童
に
対
し
て
、
授

業
終
了
後
（
放
課
後
）
に
、
適
切
な

遊
び
や
生
活
の
場
を
与
え
て
、
そ
の

健
全
な
育
成
を
図
る
も
の
（
太
子
町

で
は
学
童
保
育
と
呼
ぶ
）

５

月

臨

時

会

議

決

結

果

一
般
質
問
追
跡

６

月

定

例

会

一

般

質

問

委

員

会

報

告

●
主
な
質
疑
応
答

太
子
町
※
家
庭
的
保
育

事
業
等
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

教育長に緊急要望書の提出
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議会傍聴に
お越しください！

9月定例会予定
・8月30日（金）　【第１日／提案説明】
・9月   2日（月）　【第２日／一般質問】
・9月   4日（水）　【第３日／議案質疑】
・9月24日（火）　【第４日／討論・採決】

　9月定例会の予定は、左記のとおりですが、変更する場
合がありますので、正式日程はホームページまたは議会
事務局までお問い合わせ下さい。

◆お知らせ

　昨年度、「Let's study！」と題して本物の議場を自習
室（スタディホール）として開放した結果、多くの方に
利用していただきました。
　他市町からの視察の問い合わせが激増、また素晴らしい
取り組みと評価されてTVや新聞でも取り上げられました。
今年は、議会主催で開催します。
　サミット会場のような円形に座席のある議場をそ
のまま開放します！
　勉強したい方、議員や議会に興味のある方、将来、政
治家を志しているそこの君！是非、議場自習室に来て
体感してみてください♪

　昨年度は、土日を除いた25日間で363
人の利用がありました。
　皆さん、真剣に集中して勉強や読書を
されていて、私語をする人はほとんどい
ませんでした。
　ルールやマナーを守って使っていただ
きありがとうございます。

昨年度もたくさんの方が自習に来られました♪

昨年度はこの議長席に座って政治学の
本を読んでいた方がいたそうです

　
　
　
　
　
　

　

平
成
か
ら
令
和
へ
新
し
い
時

代
の
幕
開
け
に
新
体
制
と
な
っ

た
議
会
そ
し
て
広
報
広
聴
委

員
会
で
す
が
、
こ
の
議
会
だ
よ

り
の
編
集
作
業
に
つ
い
て
は
町

民
の
皆
様
に
わ
か
り
易
く
届
け

る
と
い
う
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

持
っ
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど

い
た
だ
け
ま
し
た
ら
紙
面
づ
く

り
の
励
み
に
な
り
ま
す
の
で
、

何
で
も
お
聞
か
せ
願
い
た
い
と

思
い
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　
　

  （
堀 

卓
史　

記
）

編
集
後
記

◆
編
集

広
報
広
聴
委
員
会

委  

員  

長　

堀　
　

卓
史

副
委
員
長　

中
薮　

清
志

委　
　

員　

上
山　

隆
弘

　
　
〃　
　

吉
田　

正
之

　
　
〃　
　

森
田　

哲
夫

　
　
〃　
　

出
原　

賢
治

　
　
〃　
　

松
浦　

崇
志

「声」「声」

議会だよりを

読んでのご感想など

�お聴かせください。

あなたの　　　��を

お聴かせください

お問い合わせは太子町議会事務局 まで

期　　間　令和元 年７月22日（月）～８月23 日（金）の役場開庁日
　　　　　午前９時～午後５時 ※急遽、臨時会等により利用できない場合もあります。

場　　所　太子町役場　議会棟１階　議場
対　　象　中学生以上（町内外は問いません。大人の方もOK です）
受　　付　議場横の議会事務局での受付が必要です。（受付簿の記入後に、番号を書いた紙コップ
　　　　　（消しゴムかす入れ）をお渡しします。）
席　　数　35 席（混んでいないときは広く何席か使用していただいて結構です。また議長席も利用できます。）
※詳しくは議会事務局にお問い合わせ下さい。　　


